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日髙義博第１５代学長からバトンを継

ぎ、９月に就任した矢野建一新学長＝文

学部教授＝に、どのようなカジ取りを考

えておられるのか、めざす教育の今後に

ついて伺った。

―
―
「
専
修
大
学
は
持

て
る
力
を
出
し
切
っ
て

い
な
い
。
よ
り
存
在
感

を
高
め
る
よ
う
努
力
し

た
い
」
と
７
月
の
校
友

会
定
時
総
会
で
話
さ
れ

ま
し
た
。

教
員
の
研
究
レ
ベ
ル
の
高

さ
、
全
国
に
広
が
る
卒
業
生

の
存
在
、
ご
父
母
・
保
護
者

と
の
緊
密
な
連
携
、
こ
の
三

つ
は
本
学
の
大
き
な
力
で

す
。教

員
の
研
究
レ
ベ
ル
は
、

文
部
科
学
省
に
よ
る
２
０
１

２
年
度
の
科
研
費
新
規
採
択

率
で
全
研
究
機
関
中
２
位
、

私
大
で
第
１
位
と
い
う
結
果

が
証
明
し
て
い
ま
す
。

１
８
８
０
年
に
創
立
さ
れ

た
専
修
大
学
は
、
今
年
、
創

立
１
３
４
年
を
迎
え
ま
し

た
。
卒
業
生
は
創
立
８０
周
年

に
当
た
る
１
９
６
０
年
の
時

点
で
は
３
万
４
０
０
０
人
ほ

ど
で
し
た
が
、
現
在
は
２７
万

人
を
超
え
ま
し
た
。
財
界
を

は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。
特
に
地

方
で
存
在
感
を
発
揮
し
て
活

動
し
て
い
る
人
が
多
い
の
が

特
徴
で
あ
り
、
心
強
い
も
の

で
す
。

さ
ら
に
、
専
修
大
学
の
応

援
団
と
な
っ
て
い
る
ご
父
母

・
保
護
者
の
み
な
さ
ん
は
、

貴
重
な
存
在
で
す
。
本
学
の

発
展
と
学
生
育
成
の
た
め

に
、
ご
父
母
・
保
護
者
の
観

点
か
ら
教
育
事
業
の
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
支
援
・
助
言
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
糾
合
し
「
力
」

に
す
る
こ
と
で
、
専
修
大
学

は
も
っ
と
伸
び
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。

―
―
特
色
を
ど
う
打
ち

出
し
て
い
っ
た
ら
よ
い

の
で
し
ょ
う
。

こ
う
い
っ
た
「
力
」
が
社

会
に
周
知
さ
れ
て
い
な
い
の

が
残
念
で
す
。
こ
の
三
つ
の

「
力
」
の
連
携
を
強
め
、
発

信
力
を
強
化
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
産
官
と
の
連
携
に

よ
る
地
域
貢
献
な
ど
を
地
道

に
展
開
す
る
一
方
、
本
学
な

ら
で
は
の
「
知
の
発
信
」
を

も
っ
と
積
極
的
に
推
進
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
「
学
問
の
魅

力
」
の
発
信
に
も
力
を
尽
く

し
ま
す
。

―
―
専
修
大
学
は
ど
う

い
う
学
生
を
育
て
、
社

会
へ
送
り
出
し
て
い
き

た
い
と
お
考
え
で
し
ょ

う
。

専
修
大
学
の
学
士
課
程
教

育
の
構
築
案
が
こ
の
ほ
ど
策

定
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
教
養

教
育
、
専
門
教
育
と
い
う
二

つ
の
領
域
か
ら
、
転
換
教

育
、
導
入
教
育
を
加
え
た
四

つ
の
領
域
で
構
成
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
４
年
間
で

基
礎
か
ら
応
用
へ
と
段
階
的

に
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
よ
う

な
科
目
群
の
配
置
を
と
り
ま

し
た
。
専
門
を
学
び
つ
つ
再

度
他
分
野
へ
見
識
を
広
め
る

よ
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て
い

ま
す
。

新
た
な
学
業
体
制
を
敷

き
、
キ
メ
細
か
な
教
育
に
よ

り
、
学
生
が
よ
り
深
く
、
よ

り
広
く
学
ぶ
た
め
の
条
件
を

整
え
、
人
文
・
社
会
科
学
系

総
合
大
学
と
し
て
の
専
修
大

学
の
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ

る
「
社
会
知
性
の
開
発
」

（
※
）
を
強
力
に
推
進
し
ま

す
。
国
際
社
会
の
中
で
幅
広

い
見
識
を
身
に
つ
け
、
世
の

ふ

か
ん

中
を
多
角
的
に
俯
瞰
す
る
こ

と
の
で
き
る
人
材
を
育
て
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
学

士
課
程
の
新
た
な
構
築
に
際

し
て
は
、
そ
の
舞
台
と
な
る

キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
を
避
け

て
通
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
新
し
い
教
育
研
究
体
制

の
改
革
と
併
せ
、
創
立
１
４

０
年
ま
で
に
は
完
成
で
き
る

よ
う
、
早
急
に
検
討
に
入
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
現
代
の
学
生
た
ち

に
最
も
必
要
な
も
の

は
。

真
の
創
造
力
で
す
。
自
分

で
工
夫
し
て
学
ぶ
創
造
性
は

人
に
教
え
ら
れ
て
身
に
つ
く

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
の
ゼ
ミ
で
は
、
勉
学
の

集
大
成
と
し
て
の
卒
業
論
文

を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
創

造
性
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー

が
な
け
れ
ば
５０
枚
と
は
い
え

卒
論
を
書
き
上
げ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
際
、
最
も
大
切
な
の

は
、
社
会
現
象
に
対
す
る
自

由
で
何
事
に
も
と
ら
わ
れ
な

い
研
究
を
基
礎
と
し
、
い
か

な
る
権
威
や
権
力
の
呪
縛
に

対
し
て
、
あ
く
ま
で
も
批
判

的
で
あ
ろ
う
と
す
る
精
神
で

す
。
そ
れ
は
専
修
大
学
学
則

第
１
条
の
精
神
に
通
じ
る
も

の
だ
か
ら
で
す
。

〔横顔〕故郷（長野県伊那市）に帰り、社会科教師とな

ることを夢見て上京。１９６６年開設の専修大学文学部の３

期生。人文学科歴史学コースで学んだ。ゼミ指導の故松

本新八郎教授から「徹底的に鍛えられました」。テクス

トクリティークの精神、モットーである「歴史を『鏡』

にする」（正しく向き合って自身の見識を磨く。自分の

外に鏡を置いて多面的に映すことを心がける）姿勢は、

この時代に培われた。

専門は日本の古代史、文化史。宗教が日本の政治、経

済、文化に与えた影響を探る。話題を呼んだ遣唐使「井

真成」の墓誌発見（中国西安市・２００４年）の際は、国際

交流協定校の西北大学との共同研究プロジェクトで日本

側代表を務め、墓誌をめぐる謎に迫った。家族は妻と一

女。趣味はミステリー小説の読書。謎解きに興味を持つ。

〔
新
学
部
長
に
聞
く
〕
白
藤
博
行
法
学
部
長
／
佐
々
木
重
人
商
学
部
長
／

江
原
淳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
長
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❷

全
国
で
育
友
会
支
部
懇
談
会
／
参
加
者
の
声
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❸

優
勝
は
横
浜
市
保
土
ケ
谷
区
代
表
・
坂
本
少
年
野
球
部

２
０
１
３
「
専
修
大
学
カ
ッ
プ
」神
奈
川
県
学
童
軟
式
野
球
選
手
権
大
会
開
催
…
❹

国
際
交
流
協
定
校
の
中
国
・
温
州
大
学
生
が
日
本
文
化
学
ぶ
…
❻

〔
略
歴
〕
１
９
４
９
年
長
野
県
伊
那

市
生
ま
れ
。
７２
年
専
修
大
学
文
学
部

卒
業
。
８０
年
立
教
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。

文
学
修
士
。
９２
年
専
修
大
学
文
学
部

助
教
授
。
９８
年
教
授
。文
学
部
長（
２

０
０
６
～
１０
年
）
な
ど
を
歴
任
。
専

攻
は
日
本
古
代
史
、
日
本
文
化
史
。

最
近
の
著
作
▽
共
著
『
遣
唐
使
の
見

た
中
国
と
日
本
』
（
０５
年
、
朝
日
新

聞
社
）
▽
共
編
著
『
長
安
都
市
文
化

と
日
本
・
朝
鮮
』
（
０６
年
、
汲
古
書

院
）
▽
共
編
著
『
長
安
都
市
文
化
与

日
本
・
朝
鮮
』（
０６
年
、三
秦
出
版
、

＊
前
記
を
日
中
同
時
に
刊
行
、
中
国

語
版
）
▽
共
著
『
地
域
の
な
か
の
古

代
史
』
（
野
田
嶺
志
編
、
０８
年
、
岩

田
書
院
）
な
ど
。※

社
会
知
性
を
備
え

た
人
物
と
は
「
専
門
的

な
知
識
技
術
と
そ
れ
に

基
づ
く
思
考
方
法
を
核

と
し
な
が
ら
深
い
人
間

理
解
と
倫
理
観
を
持

ち
、
地
球
的
な
視
野
か

ら
独
創
的
な
発
想
に
よ

り
、
主
体
的
に
社
会
の

諸
課
題
の
解
決
に
取
り

組
ん
で
い
け
る
能
力
を

有
す
る
人
物
」

６
月
８
日
以
降
に
発
生
し
た
豪
雨
お
よ
び
暴
風
雨
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
学
生
お
よ
び
保
護
者
の
皆
様

に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
本
学
で
は
自
然
災
害
に
よ
る
被
災
世
帯
学
生
に
対
し
経
済
的

支
援
を
講
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
（
緊
急
・
応
急
）
の
申
請
も
受
け
付
け

ま
す
。
該
当
す
る
方
は
左
記
ま
で
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
一
部
（
生
田
）
学
生
∥
生
田
学
生
生
活
課
▽
一
部
（
神
田
）
学
生
∥
神
田
学
生
生
活
課
▽
二
部
学
生

∥
二
部
事
務
課
▽
大
学
院
生
（
生
田
）
∥
生
田
大
学
院
事
務
課
▽
大
学
院
生
（
神
田
）
∥
神
田
大
学
院

事
務
課
▽
法
科
大
学
院
生
∥
法
科
大
学
院
事
務
課

（
学
生
生
活
課
）

豪
雨
及
び
暴
風
雨
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様
へ

石
巻
専
修
大
学

矢
野
建
一
新
学
長
に
聞
く

▲ 高校生がハンバーガーの売り方を考える経営学部公

開講座でグループワークをする参加者＝５面に記事

高校生のための経営学実践講座

●

歴歴史史をを鏡鏡にに

自由な発想と創造力に期待
転転
換換
・・
導導
入入
・・
教教
養養
・・
専専
門門

新新
たた
なな
学学
士士
課課
程程
教教
育育
へへ

育友会支部懇談会 全国６７支部で開催

▲ 真剣なまなざしで臨むご父母・保護者の皆さん

（神田キャンパス）＝３面に記事
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〠101-8425
東 京 都 千 代 田 区
神 田 神 保 町３‐８
☎03-3265-5819（直）
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